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［甲］
第一學年 毎週二時

國史 神代 神武天皇ノ創業 皇威ノ發展 文物ノ傳来 蘇我氏ノ專權及其ノ滅亡 政治上ノ革新 奈良奠都 藤原氏ノ擅權、中央及
地方ノ状況 平安時代ノ文化 院政 源平二氏ノ興起 平氏ノ擅權及其ノ滅亡 鎌倉幕府ノ創立 鎌倉時代ノ文化 鎌倉幕府ノ越
權、承久ノ變 建武ノ中興 吉野ノ朝廷 室町幕府ノ創立 … ～ 大政奉還 明治維新明治大正時代ノ内治 明治大正時代ノ外交
明治大正時代ノ文化 現代ノ情勢

第二學年 毎週一時
外國史（東洋史） 上代ノ支那 周代ノ文化 箕子ノ朝鮮 孔子ト儒學 諸子百家 秦ノ興亡 前漢ト後漢 朝鮮半島ノ變遷

漢代ノ文化 佛教ト其ノ東傳 三國 南北朝ト其ノ文化 隋ノ統一 唐ノ興隆 唐代ノ文化 北宋ト南宋 元ノ興起 明
ノ興起、李氏ノ朝鮮 西力東漸

第三學年 毎週二時
外國史（東洋史） 第一學期 毎週一時 清ノ興起 西洋諸國ノアジヤ經略 清國ト我ガ國 中華明國
外國史（西洋史） 第一學期 毎週一時、第二・第三學期 毎週二時 古代東方諸國 ギリシヤトローマ キリスト教 ゲルマニヤ、

アラビヤ諸民族ノ活動 封建制度トローマ法王 十字軍ト其ノ影響 新航路ノ発見 文藝復興 宗教改革 諸國家ノ興隆ト植民地
經営 北米合衆國ノ獨立ト其ノ發達 近古ノ文化 フランス革命ト其ノ反動 近世歐洲諸國ノ隆盛ト其ノ國民性 近世文化ノ進歩

第四學年 毎週二時
外國史（西洋史）第一學期 毎週二時 列強ノ世界政策 歐洲大戦 大戦後ニ於ケル列國ノ現勢 現代文化ノ趨勢 世界

ニ於ケル我ガ帝國ノ地位
國史 第二・第三學期 毎週二時 建國ノ體制 上代ノ文化 律令ノ制定 奈良平安時代ノ文化 武士ノ興起ト武家政治 武士

道ノ起源及其ノ發達 室町時代ノ世相 國民ノ海外發展ト西洋文化 戦國諸雄ト皇室
第五學年 毎週二時 江戸時代ノ内治外交 江戸時代ニ於ケル諸藩ノ治 王政復古ノ由来 明治ノ新政 明治大正時代ノ文化

現代國勢ノ一般ト國民ノ覚悟

［乙］
第一學年 毎週一時

外國史（國史ヲ背景トシタル東洋史） 支那ノ開國 周 孔子 秦 漢、三國 漢字漢學ト我ガ國 釈迦佛教ノ傳播 隋・唐
唐ノ文化ト我ガ國 宋 宋ノ文化ト我ガ國 元・明、西洋トノ關係、朝鮮 元明ト我ガ國

第二學年 毎週二時
外國史（國史ヲ背景トシタル東洋史） 第一學期 毎週一時 清 西洋人ノアジヤ經略 清國ト我ガ國 中華明國 東洋ニ

於ケル我ガ國
外國史（西洋史）

第一學期 毎週一時、第二・第三學期 毎週二時 古代東方諸國 ギリシヤトローマ ゲルマニヤ民族ノ建國 サラセン帝
國トマホメット キリスト教會ト封建制度 十字軍 新航路ノ発見 文藝復興ト宗教改革 諸國家ノ興隆ト植民地經營
北米合衆國ノ獨立 近古ノ文化 フランス革命 ナポレオン一世 英國ノ隆盛ト其ノ國民性 佛國ノ隆盛ト其ノ國情
イタリヤ王國ノ建設 ドイツ帝國ノ建設ト其ノ國民性 ロシヤ帝國ノ發展ト其ノ國勢 近世文化ノ進歩

第三學年 毎週二時
外國史（西洋史） 第一學期 毎週二時 列強ノ世界政策 歐洲大戦 大戦後ニ於ケル列國ノ現勢 現代文化ノ趨勢 世界

ニ於ケル我ガ帝國ノ地位
國史 第二・第三學期 毎週二時 建國ノ體制 皇威ノ伸張 上古ノ社會組織・國民思想・風俗 朝鮮半島トノ關係、文化ノ進歩

～ 室町幕府 支那及朝鮮トノ交通 室町時代ノ文化 戦國時代ノ大勢 西洋人ノ渡来ト西洋文化ノ輸入
第四學年 毎週二時

國史 織田豊臣二氏ノ統一ト其ノ時代ノ文化 江戸幕府、社會組織 ～ 明治維新 ～ 帝國ノ世界的地位ト國民ノ覚悟
第五學年 毎週二時

文化ヲ主トシタル國史概説
國體ノ精華 社會組織ト國民思想ノ淵源 大陸文化ノ輸入ト國民生活ノ展開 外來文化ノ同化、平安時代文化ノ交流 武士
ノ勃興ト國民精神ノ發達 宋元明トノ交通ト新文化ノ輸入 國民ノ海外發展、西洋文化ノ輸入 武家中心ノ社會組織 鎖國
後ニ於ケル文化ノ發達 經濟・産業ノ進歩、都市・交通ノ發達 尊皇思想ノ勃興ト王政 西洋文化ノ輸入ト新生活ノ展開
政治・制度ノ發達 學問・藝術ノ進歩 産業ノ發達ト社會上ノ變化 我ガ國際的地位ノ向上 帝國ノ現勢ト其ノ世界的使命

表Ⅱ・17  「中學校教授要目」（昭和 6）
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昭和６年要目；「晋、五胡十六国」ナシ 昭和 12年要目；「晋、五胡十六国」ナシ 国定教科書 現代の教科書
羽田 亨 『改訂中等 有高 巌 『最新中等 山下 寅次『新制 中 大谷 勝眞『新修 中 文部省 山川出版社 『詳説世
東洋史』 昭和９ 東洋史甲要目用』 學東洋史』 昭和 12 等東洋史』昭和 14 『中等歴史 一』 界史 B』 平成 29

教 昭和９ 昭和 19 第Ⅰ部 第三章 内陸
科 第九章 三國 中古史 第五章「三 （中古史） 第四章 第八章 兩晉 三國 二 アジヤ諸民族の アジア世界・東ア
書 國 晉 南北朝」 三國 兩晉 南北 交渉 ジア世界の形成

朝時代 （二）北方民族の活 2．北方民族の活動
動と南方各地 と中国の分裂

西晉；司馬炎（武帝）西晋；司馬炎（武帝）西晉；司馬炎（武帝） 西晋；武帝、惠帝 西晋；「權臣司馬氏」 東晋；司馬炎（武帝）
晋 惠帝、懐帝、愍帝 東晋；元帝 東晋；元帝 東晋；司馬睿 東晋；「晋の一族」 西晋；司馬睿

東晋；元帝（司馬睿
←司馬懿）

五胡；本文で匈奴・ 五胡：細書で匈奴・ 五胡 ← 地図；五 五胡；本文に記載 五胡；「滿・蒙古・ 五胡；註で、匈奴・
羯・鮮卑・氐・羌 羯・鮮卑・氐・ 胡侵入分布圖に五 地図；五胡侵入の圖 西藏等の諸民族」 鞨、鮮卑、氐、羌
を記述 羌を記述 胡の名称記入 「五胡十六國」アリ とのみ を記述（五胡十六

五 地図；「五胡雑居圖 五胡の英傑；前秦王 国時代の政治史記
胡 「五胡十六国」の語 （西晋時代)」 「五胡十六國」の語 苻賢、 五胡十六國の稱；西 述は７行のみ）
十 ナシ 「五胡十六国の時 ナシ 地図；東晋と前秦と 藏族の前秦のみ 「五胡十六国」の語
六 代」の語のみ の対立要圖 のみで国の稱ナシ
国 江北の地；後魏（鮮 後魏；太武帝、江北 「東晋滅亡後、隋の 劉裕の簒奪；宋建国 東晋；「部下に滅ぼ 北魏（鮮卑、拓跋氏

卑）太武帝統一 を統一し、東晉の 統一に至る百七十年 後魏；鮮卑拓跋氏、 され、宋の世」へ 太武帝華北を統一
江南；劉裕（宋の武 帝位を簒った宋と 間を南北朝時代とい 太武帝、江北統一 後魏、江北統一→宋 劉裕の簒奪（宋）に
帝）の簒奪・東晉 対立→南北朝時代 ふ」とのみ。 → 南北朝時代 と対立→南北朝時 より東晉滅亡
滅亡→南北朝時代 代へ（人名ナシ） →南北朝時代

人 孫権、孫皓（呉） 前秦、苻堅 漢；劉淵、建国
名 漢；劉淵、劉總

前秦；普賢
地 建康、平陽、建康 洛陽、建康、淝水 洛陽、建康、淝水 洛陽、建康、淝水 洛陽、建康、平城
名 淝水
事 八王の亂 淝水の戰（細書で） 八王の亂（王名ナシ） 西晋；「諸王の爭ひ」 「八王の乱」の語の
件 淝水の戰、普賢 前秦の苻堅⇔東晉 淝水の戰；東晋、謝 前秦「淝水の一戰で みで王名ナシ

の謝安、謝玄 安 大敗」
清談 「魏・晉・南北朝時 南北朝時代の文化と 清談 道家の説 ※「社会構造の変化」、

文 代の世態」のほか、 思想は詳述 清談 「魏晋南北朝の文化」
「清談の流行」や、 の項目を立てて魏晋

化 ※文化；第十章 南 仏教、道教、学問な 南北朝期の社会・文
北朝とその文化 ど文化・社会を記述 化を詳述

※有高巌『最新中等東洋史』の場合、本文以外の細字で記述されている部分の事項は斜体で示した。

表Ⅱ・18  晋・五胡十六国時代の記述（2）
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「中学校教授要目」（昭和６） 「中学校教授要目」（昭和 12） 国定教科書 現代教科書
教 三 省 堂 亀井 高孝 大類 伸『新 齋藤 清太郎 村川 堅固 新見 吉治 文部省 『中 山川出版社
科 『新定西洋史』『新制中等西 體西洋歴史』 『新修中等西『西洋史教程』『新制中學西 等歴史 一』 『世界史
書 昭和 7 洋史』 昭和 8 昭和 8 洋史』昭和 13 昭和 13及 18 洋史』昭和 18 昭和 19 B』 平成 29
ア アルコン 執 政 執政官 執政官 「政治が公議 「民主政ポ
テ 民 会 民 會 によって決せ リス」
ネ 評議会 られた」とい 民会

僭 主 僭 主 僭主 僭 主 う記述のみ 僭 主
ス エフォロイ 「貴族政ポ
パ 長老会 元老院 リス」
ル 民 会
タ スパルタ 「スパルタの 軍國主義 「國家主義教 「リクルグス 「リュクル

教育 風俗」 「厳格な教育」 育」 の憲法」 ゴスの制」
元老院 元老院 元老院 元老院 元老會・元老 元老院 元老院

ロ 執政官 統 領 頭領官 院 コンスル（執
政官）－

独裁官 獨裁官 ヂクタトル 独裁官（デ
（總統） ィクタトル）

マ 護民官 護民官 護民官 護民官 護民官
平民会 平民会
閥族派 （富者と貧民) 閥族黨と平 「富者と貧者 閥族と自作農 閥族黨・平民 「富豪と貧民 新興の富豪 閥族派・平
・平民派 富豪黨 民黨 の對立」 黨 の對立」 ・平民黨 民派

ゲルマン人 ゲルマニヤ ゲルマニヤ諸 ゲルマン人 ゲルマニ民族 ゲルマニア民 ゲルマニヤ民 ゲルマン民族 ゲルマン人
の移動 民族大移動 族の大移動 の大移動 の移住 族大移動 族の大移動 の移動 の大移動

贖宥状 贖宥のための 贖 宥 罪障消滅符 免罪符 罪障消滅札 罪障消滅符 贖罪符 贖宥状（免
寄附金 （免罪符） 罪符）

王権神授説 王權神授説 帝王神權説 帝王神權説 王權神授主義 王権神授説 神權説 王権神授説
イ ピューリタ 第一革命 「内 亂」 「内 亂」 「内 亂」 第一革命 第一革命 ピューリタ
ギ ン革命 ン革命
リ 護国卿 統 監 共和政治の 「共和政府の 統 監 「共和政府の プロテクトル 「共和政府の 護国卿
ス 「長官」 長官」 長官」 長官」
史 王政復古 「王政を恢復」 王政復古 王政復古 「王政の復舊」 「王政の復興」「王政の復興」 王政復古

名誉革命 第二革命（名 名誉革命 名誉革命（第 名譽革命 第二革命、又 名譽革命、又 名誉革命
誉革命） 二革命） は名誉革命 は無血革命

啓蒙主義 革新文學 啓蒙思想 啓蒙思想 革新文學 啓蒙主義 啓蒙思想、革 啓蒙思想、 啓蒙思想
･革新文學 新文學 革新文學

フ 三部会 三部會 三部會 三部會 全級會議 三部會 三部會 三部會 三部会
ラ 国民議会 國民議會 國民議會 國民議會 國民議會 國民議會 「國 會」 國民議會 国民議会
ン 立法議会 立法議會 立法議會 立法議會 立法議會 「國 會」 立法議會 立法議会
ス 国民公会 國民公會 國民公會 國民公會 國民集會 國民公會 「國 會」 國民公會 国民公会
革 恐怖政治 強嚇政治 強嚇政治 恐嚇政治 恐嚇政治 恐怖政治 強嚇政治 恐怖政治
命 総裁政府 總裁政府 都督政治 都督政治 督政官政治 總裁政府 總裁政府 都督政府 総裁政府

統領政府 執政政府 執政政治 統領政治 執政官政治 執政(政府) 統領政府 統領(政府) 統領政府

※ 「 」は、「専門用語」は使用せず、一般的表現で記述している例
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